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＜連絡事項＞
・久保　實様～訪問調査が10/17　15時～15時半へ変更となる。

・上野　節雄様～本日訪問調査実施済です。

・和田　純弥様～思いに自制がきかず頻回に要求をされること、他者の私物を弄る行動により他害行為を受けるリスクも高い状況。他患者との人間関係を著しく損なう恐れがあるほか、些事で苛々して粗暴行為を働くため、R6年7月15日終日隔離開始となっていた。
その後も開放観察期間を設けながら、上記処遇で経過を診てきたが、自宅退院
後の施設入所に向けて、施設見学を行う必要があり、10月10日ご家族付き添い
にて外出予定となる。よって、R6年10月10日 12：51主治医診察の結果、終
日隔離解除となっている。

・若沢　理子様～幻聴や監視されているという被害妄想が強くなり、拒絶やスタッフに対して攻
撃性、逸脱行為、器物破損行為がみられ、R6年8月10日8：40主治医指示にて
終日隔離開始となる。その後薬物療法や精神療法、その他リハビリテーション
にて、易怒性・興奮、逸脱行為等の症状が軽減される。開放観察期間中のトラ
ブルも軽減されたことから、R6年10月10日16：00主治医診察にて終日隔離解
除となる。

＜入室状況＞
【入院】
・坂本　敏子様～Cユニット5号室
・宮本　翔太様～Bユニット2号室

【転出】
・佐藤　竹春様～Dユニット19号室から西病棟Aユニット43号室
・柳沢　トシ様～Cユニット5号室から南病棟Dユニット203号室

【移動】
・野田　貴志様～Bユニット2号室からBユニット3号室

＜患者様連絡事項＞
・宮村 武彦様～本日より下剤追加処方となる。排便状況にて適宜調整可の指示受ける。

・金沢　タイ様～本日よりレキサルティ、ロスバスタチン追加処方となる。

・金沢　友昌様～ペロスピロン（4）追加処方となる。血圧値、嚥下状態に注意するよう指示受ける。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・和田　純弥様～終日隔離中。午前9時～午後4時までの開放観察実施。開放中他患者様との距離の近さありクレームあり都度対応していたが同行為繰り返し自制できず早めに開放観察終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・若沢　理子様～終日隔離中。午前9時～午後4時までの開放観察実施。開放中自室から出る事無く臥床したまま過ごされる。幻聴に左右された言動無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放中他室侵入私物弄りあり自制できず、早めに開放観察終了している。自室内では自傷・不潔行為なく静穏。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・下道 ユミ子様～身体拘束中。バイタルサイン著変なし。経管栄養トラブルなし。声掛けに返答あり、不調の訴え聞かれず。拘束部位の循環障害、皮膚トラブルなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜皮膚科診察情報＞
・飯田　信子様～背部、四肢の掻痒感訴えあり。軽度乾燥みられ、ヘパリン類似クリーム処方となる。

・北川　忠雄様～右肩治癒。以外は処置変更なし。

・赤石　陽介様～臀部表皮剝離あり、テラマイシン＋ガーゼ処置の指示受ける。

・安達　貴浩様～頭部に小紅斑、びらん局面多数あり。デルモゾール軟膏処方となる。

＜馬渡Dr.診察＞
・宮崎 宏之様～臨時薬同内容にて7日分処方。

・上野 節雄様～臨時薬同内容にて7日分処方。心理検査指示あり、来週の診察まで様子をみて落ち着いていれば新しい施設入所を申し込みを勧めるように指示あり。また心理検査終了後南病棟へ転出可とのこと。

・佐々木 理佳様～本人様よりロナセンテープへの変更希望あるも、主治医より退院に向けた薬剤調整中であること説明し、本人様納得されロナセンテープではなく飲み薬調整している。ハロペリドール増量している。

・北川 忠雄様～臨時薬同内容にて7日分処方。退院に向け動いていくように指示あり。南病棟への転出可。

・清水 ヨシ様～臨時薬同内容にて7日分処方。昨日嘔吐したことを報告するも経過観察とし肺炎に注意するように指示あり。また退院に向け動くように指示あり。

・下道 ユミ子様～臨時薬ビプレッソ中止、ミルタザピン開始。点滴は明日からアナフラニール１Aへ減量し17日まで指示あり。血糖3件も17日まで、鼻腔栄養指示は10/31まで指示あり。身体拘束に関しては、明日MT交換日なので外して様子をみて問題なければ解除となる予定。また本人様より本を読みたいと希望あり、担当スタッフへ対応依頼している。

・久保 實様～臨時薬同内容にて7日分処方。あらい整形から持参薬は疼痛の訴えがないことから一旦中止して経過観察とし、疼痛訴えるようなら次回の診察時に報告するようにとのこと。また施設入所進めるように指示あり、担当スタッフは動くようにとのこと。

・小山 セイ子様～臨時薬メマンチン増薬となり7日分処方。家族が自宅退院可能とのことで1泊での外泊訓練勧め、外泊中の様子を確認するように指示あり。外泊中の様子によっては薬剤調整が必要となる可能性もあり、問題なく過ごせていれば2泊の外泊または家族がよければ退院でも可能とのことであった。南病棟への転出可と指示あり。

・小笠原 つるゑ様～診察時食思不振を訴え、臨時薬ツムラ人参養栄湯エキス顆粒追加となり、7日分処方。不眠を主訴とし入院したが、入院後寝れているので、2週間様子をみて問題なければ施設入所を勧めるように指示あり。南病棟転出可。

・立桶 真樹子様～臨時薬同内容にて7日分処方。10/11退院前訪問指示出ている。

＜田名部Dr診察情報＞
・袴田 将志様～明日から午前1時間、午後2時間へ開放観察時間変更の指示受ける。

・若沢　理子様～本日16時、隔離解除の指示あり。

・小栗　健太郎様～外出可。

[bookmark: _GoBack]・安達　貴浩様～食事について変更希望あり。朝主食ご飯、魚禁介助となる。

・野坂　翔様～午前・午後2時間程度Bユニットホールで過ごしてみるよう指示あり。

・前川原　千尋様～明日退院予定。入院前右肩を下にするように転倒した経緯があり、右肩痛が持続しているとのこと。疼痛時カロナール25回分処方となる。

・赤石　陽介様～施設入所を目指し、体重を100㎏まで減量するよう指示あり。今後間食の魚肉ソーセージは1本にするよう指示あり。
以外の患者様指示変更なし。



＜入院患者様情報＞
　日　　時：令和6年10月10日　12：30
  氏　　名：佐藤　ミツエ（さとう　みつえ）様
　生年月日：昭和22年11月9日(76歳)
　病　　名：認知症疑い　
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr（サポート医：馬渡Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　現在、夫と本人、娘の3人暮らし。令和元年頃にくも膜下出血により八戸赤十字病院にて手術
を施行。その後、経過観察の為の受診は行っていた。令和5年9月に経過観察の為の受診が終
了。以後は、かかりつけ内科である根城内科へフォロー紹介されている。現在、同院が休診中
であることから、娘様が勤務している本田整形より処方のみ貰っている状況。さらには本人も
病院受診の拒否が見られており、定期通院も困難な状況にある。今年の6月に隣人宅との間に
塀が崩れた事により、どちらが修理をするかで揉めたことがあり、以降、次女や隣家の人への
被害的な発言が聞かれるようになる。令和6年9月頃より、「孫が来ている」「小屋に来ている
から、家にいれてあげないと」と事実ではない事を話し、夜中に懐中電灯を持ち自宅の外に出
て行ってしまうことが連日続いている。同居している娘様が外に出ていたっことに気づき、一
度は自宅に連れ戻すが、再度外に出てしまうことをくり返してる。そのため、夜間も不眠で過
ごすことが多く、日中も傾眠となる事もなく過ごしている。症状改善に加え環境調整について
も検討したい意向あり、当院での入院加療を希望。当初10/17入院予定としていたが、希死念
慮が聞かれるため入院を早めたい意向有。10/10診察の結果医療保護入院となり入院となる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

